
― 264 ―

［昭和 62 年］
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1987 年（昭和 62 年）5 月 22 日　崖崩れ
低気圧が前線を伴って西日本を通過した。徳島県は，

南海上からの暖湿気が流入して大気不安定になった。
雨は県中部山岳部から南部の宍喰にかけて多く降り，
日降水量は上勝町の福原旭で 56㎜，木頭で 40㎜，宍
喰で 41㎜を観測した。この雨により，22 日 20 時過ぎ
に，那賀郡相生町の県道西納－大久保線で山腹が高さ
10m，幅 5mにわたって崩壊し，土砂が県道をふさい
で全面通行止めとなった。

1987 年（昭和 62 年）5 月 24 日　濃霧
低気圧は通り過ぎたが，前線が南海上に残ったた

め，23 日午後から 24 日にかけて前線の影響による濃
霧が発生した。この濃霧により海部郡沿岸で海上衝
突事故が起きた。
24 日 04 時 15 分ごろ，海部郡宍喰町竹が島の南南

東約 2㎞の海上で，室戸汽船所有の「フェリーむろと」
6,130 トンと野根漁協所属の漁船 2.5 トンが視界不良
のため衝突した。この事故で漁船が沈没し，1名が重
傷を負った。

1987 年（昭和 62 年）6 月 9 日～ 10 日　崖崩れ
梅雨前線上を低気圧が通過して大雨が降った。梅雨前線上を移動する低気圧はあまり発達しない
が，強い積乱雲群によって大雨が降りやすい。その代表が梅雨末期の集中豪雨である。10 日には
天気は回復したが，9日の大雨による地盤の緩みによって崖崩れが発生した。
9日の日降水量は，東祖谷山村の京上で 146㎜，上勝町の福原旭で 96㎜，阿南市の蒲生田で 150
㎜を観測した。1時間降水量の最大値は蒲生田で，9日 10 時から 11 時の間に 44㎜を観測した。
この大雨により，9日 14 時ごろ，那賀郡木沢村の林道で山腹が崩壊し通行止めとなった。

福原旭（5 月 22 日） 木頭（5 月 22 日）
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10 日 06 時 20 分ごろには，三好郡東祖谷山村で山腹が高さ 35m，幅 30mにわたって崩壊し，国
道 439 号が通行止めとなった。また，9日朝の強風により，鉄道は牟岐線で 5本，土讃線で 12 本
が 20 分から 1時間 40 分遅れた。

1987 年（昭和 62 年）7 月 14 日～ 16 日　台風第 5 号

7 月 9 日 12 時にマリアナ諸島近海で発生した台風第 5号は，12 日にはフィリピンの東方海上で
進路を北北西に変えて進み，14 日 09 時には宮古島の西北西約 30㎞の海上に達した。
その後も大型で強い勢力を保ったまま東シナ海を北上し，15 日には済州島を通って朝鮮半島南
部を通過，16 日 12 時に日本海で温帯低気圧になった。

木頭（6 月 9 日） 日和佐（6 月 9 日）

雨量分布図（㎜）

土砂に埋ったライトバン（徳島新聞社提供） 復旧作業中　山城町下名（徳島新聞社提供）
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この台風の影響で，徳島県では南～
南東の強風が吹き，剣山の南東斜面と
北西の東祖谷山村で大雨が降った。14
日から 16 日にかけての総雨量は，東
祖谷山村の京上で 331㎜，神山町の旭
丸では 154㎜，宍喰では 110㎜を観測
した。1時間降水量の最大値は東祖谷
山村の京上で，14 日 16 時から 17 時
の間に 39㎜を観測した。
また，最大風速は徳島で 16 日 03

時 30 分に南の風 11.6m/s，最大瞬間
風速は 15 時 23 時 00 分に南南東の風
19.4m/s を観測した。
この大雨により，14 日 20 時 50 分

ごろ，三好郡山城町の県道で山腹が高
さ 15m，幅 20m にわたって崩壊し通

行止めとなった。乗用車 2台とトラック 2台破損。また，16 日 13 時 15 分ころ，池田町松尾の県
道で山腹が高さ 15m，幅 20mにわたって崩壊し，通行止めとなった。
強風と大波により海と空の便に欠航が相次いだ。

京上（7 月 14 日） 池田（7 月 14 日）

雨量分布図（㎜）

台風第 5号　経路図
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1987 年（昭和 62 年）7 月 24 日～ 8 月 10 日　赤潮
四国地方は 7月下旬の前半に梅雨明けし，その
後は太平洋高気圧におおわれて暑い真夏の晴天が
続いた。
７月下旬に鳴門市北灘沖合の播磨灘で発生した
赤潮は，次第に広がりを見せて徳島県沿岸一帯に広
まり，ハマチなどの養殖魚に大きな被害を与えた。
播磨灘の松島で 10 時から 11 時の間に観測され
た表面海水温度は，7月 31 日は 26.7℃，8 月 1 日は
27.0℃～ 27.1℃，8月 3日は 27.0℃～ 27.8℃であった。
県水産課の調べによると，鳴門市北灘沖での有害
プランクトンであるシャットネラの数は，7 月 24
日の調査では海水 1㎖中に 100 個を超え，8月に入っ
てからは 1,500 ～ 3,000 個余りに増加した。
この赤潮による養殖ハマチの被害は，鳴門市北灘
沖から海部郡沿岸にまでおよび，2年魚が571,000匹，
1年魚が 60,000 匹であった。

1987 年（昭和 62 年）8 月 25 日　雷
東西に延びた前線が，日本海南部から南下して四

国地方を通過した。前線の北側からは冷たい空気が
南下し，南からは太平洋高気圧からの暖湿気が北上
して前線は活発な状態にあった。このため各地で積
乱雲が発達し，前線が通過した 15 時 50 分を境に雷
が多発した。
雷は 16 時過ぎに最盛期となり，各地で落雷があっ

た。
16 時 15 分ごろには，徳島地方気象台付近に落雷し，

気象台の通信回線と気象観測機器に障害が発生した。
16 時過ぎには，鳴門市大津町矢倉付近に落雷し，

四国電力大津変電所からの送電がストップした。こ
の落雷で大津町と松茂町の 419 戸が一時停電した。また，雷により徳島空港離発着の航空便に遅れ
が出た。

山が崩れ通行中のライトバンが土砂に埋ったりトラックが川に
転落した国道 32 号線　山城町（徳島新聞社提供）

杉の大木や土砂で埋った国道 32 号線　山城町
（徳島新聞社提供）　　　　　
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1987 年（昭和 62 年）8 月 30 日～ 31 日　台風第 12 号

8 月 22 日にグアム島のはるか南方海上で発生した台風第 12 号は，西進しながら次第に北上し，
30 日夜には九州の西を通って 31 日 04 時に対馬付近に達した。その後，日本海に進んで 31 日 21
時に温帯低気圧になった。

池田（8 月 31 日）

総雨量（㎜）

（徳島新聞社提供）

台風第 12 号　経路図
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徳島県では雨は 30 日遅くから降り始め，31 日に県中部山岳部を中心に降った。総降水量の最大
値は旭丸で，30 日 23 時から 31 日 11 時までの間に 173㎜を観測，日降水量の最大値は旭丸で 31 日
に 168㎜を観測した。また，1時間降水量の最大値は旭丸で 31 日 04 時から 05 時までの間に 74㎜
を観測した。
最大風速は徳島で 31 日 07 時 10 分に南南東の風 18.0m/s，最大瞬間風速は徳島で 31 日 07 時 10
分に南南東の風 35.4m/s を観測した。
大雨のため 31 日 08 時ごろ，三好郡山城町の県道新居浜－山城間で崖崩れが発生し，一時不通と
なった。
強風による被害では，那賀郡羽ノ浦町で屋根に登って作業をしていた人が風に煽られて転倒し，
3ヶ月の重傷を負った。また，強風のため海空の便共に欠航が相次いだ他，農作物では，水稲・レ
ンコン・梨などに被害が発生した。

1987 年（昭和 62 年）10 月 16 日～ 17 日　台風第 19 号

11 日にフィリピンの東海上で発生した台風第 19 号は，発達しながら北上し 16 日 17 時に足摺岬
の南およそ 170㎞の海上に達し，17 時 00 時ごろに室戸市付近に上陸した。17 日 02 時ごろには徳
島市付近を通過して播磨灘へ出た。徳島県では16日の昼間から雨が強まり，台風が300㎞以内に入っ
た 16 日夕方からは雷を伴って一層強い雨になった。16 日から 17 日にかけての降水量は神山町の
旭丸で 477㎜，上勝町の福原旭で 398㎜，木頭で 358㎜を観測した。日降水量の最大値は神山町の
旭丸で 16 日に 428㎜，1時間降水量の最大値は神山町の旭丸で 16 日 22 時から 23 時の間に 82㎜を
観測した。
風は時計回りに変化し，最大風速は徳島で 16 日 23 時 40 分に東南東の風 20.6m/s，最大瞬間風
速は徳島で 17 日 00 時 30 分に南東の風 36.7m/s を観測した。

半田（10 月 16 日〜 10 月 17 日） 旭丸（10 月 16 日〜 10 月 16 日）

総雨量（㎜）


























































































































































